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密
教
神
話
の
成
立
と
展
開

―
真
福
寺
蔵
⽝
法
釼
図
聞
書
⽞
を
め
ぐ
っ
て
―

鈴

木

英

之

一
、
は
じ
め
に

日
本
中
世
に
お
い
て
、
天
皇
の
権
威
の
象
徴
で
あ
る
三
種
の
神

器
（
剣
・
内
侍
所
・
神
璽
）
は
、
本
地
垂
迹
説
を
背
景
と
し
た
密

教
的
な
解
釈
の
も
と
に
図
像
化
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
⽛
三
種
神
宝

図
⽜
で
あ
る
（
図
⚑
参
照
）。

特
異
な
形
状
の
⽛
法
剣
（
宝
剣
）⽜
と
⽛
梵
筺
⽜（
内
侍
所
）、⽛
鬼

面
独
古
⽜（
神
璽
）
か
ら
成
る
⽛
三
種
神
宝
図
⽜
は
、
中
世
の
両
部

神
道
書
⽝
麗
気
記
⽞
に
収
載
さ
れ
る
神
道
図
像
（⽛
神
体
図
⽜）
の

ひ
と
つ
だ
っ
た
が
、
本
図
は
、
神
道
灌
頂
と
い
う
密
教
儀
礼
で
本

尊
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
幅

広
く
流
布
し
た
（
⚑
）。
全
国
に
作
例
が
多
数
の
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
真

福
寺
所
蔵
の
⽝
釼
図
⽞
は
、
南
北
朝
期
の
最
初
期
の
三
種
神
宝
図

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

密
教
図
像
は
論
拠
と
な
る
儀
軌
に
従
い
基
本
的
な
図
案
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
図
像
と
儀
軌
と
の
関
連
は
深
く
、
本
来

図
⚑
、
神
道
本
尊
（
三
種
神
宝
図
）
仁
和
寺
本
を
も
と
に
筆
者
作
図
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的
に
は
他
の
言
説
が
加
わ
る
こ
と
は
な
い
。⽛
法
釼
図
⽜
が
本
軌

と
す
る
⽝
麗
気
記
⽞
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。

一
柄
三
霊
天
叢
雲
剣
者
、
従
二
第
六
天
大
自
在
天
王
一
受
二
持

之
一
、
三
戟
利
剣
。
立
剣
三
峯
六
蛇
三
握
剣
也
。
中
有
二
六
龍

神
一
。
出
二
生
七
種
玉
一
、破
二
六
道
邪
見
一
、垂
二
一
子
慈
悲
一
。

握
有
二
二
輪
一
。
大
自
在
天
両
眼
也
。
九
葉
蓮
華
得
自
性
清

浄
法
性
如
来
、
九
界
迷
情
形
表
也
。
自
二
地
大
之
空
一
出
二
六

蛇
一
、
含
二
互
尾
一
成
二
六
輪
一
。
留
二
六
道
一
凡
夫
生
死
緤
也
。

現
二
六
波
羅
蜜
一
。
六
輪
光
明
則
法
身
表
徳
也
。
天
瓊
杵
玉

者
、
爰
曰
二
独
股
一
。
大
日
本
国
心
御
量
柱
也
。
重
如
月
横
立

者
、
薩
羅
沙
・
縛
曰
羅
、
文
武
二
道
、
定
慧
横
竪
妙
体
、
国

中
安
寂
吉
瑞
也
。
此
三
種
神
宝
者
、
上
三
柱
尊
三
昧
耶
妙
体

也
（
⚒
）。

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
る
三
種
神
宝
の
う
ち⽛
一
柄
三
霊
天
叢
雲
剣
⽜

が
法
釼
に
該
当
す
る
。
法
釼
は
第
六
天
自
在
天
王
か
ら
受
け
た
も

の
で
、
三
つ
叉
の
戟
を
も
つ
利
剣
と
さ
れ
る
。
刀
身
に
は
六
龍
神

や
大
自
在
天
の
両
眼
で
あ
る
二
輪
、
さ
ら
に
供
養
蓮
花
が
描
か
れ

る
。
束
に
は
尾
に
噛
み
つ
い
た
蛇
で
で
き
た
六
輪
が
あ
る
と
い
う
。

真
福
寺
に
は
、
南
北
朝
期
の
⽝
麗
気
記
⽞
の
写
本
や
、
三
種
神

宝
図
（
図
⚑
と
同
様
）、
神
道
灌
頂
儀
礼
に
ま
つ
わ
る
資
料
が
所
蔵

さ
れ
る
。
三
種
神
宝
図
は
⽝
麗
気
記
⽞
の
成
立
と
密
接
な
関
係
が

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
が
、そ
の
通
り
真
福
寺
で
は
、⽝
麗
気
記
⽞

と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
図
像
や
文
物
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
真
福
寺
に
は
、
こ
の
⽝
釼
図
⽞
の
ほ
か
に
、
そ
の
注
釈
書

で
あ
る
⽝
宝
釼
図
注
⽞⽝
法
釼
図
聞
書
⽞
が
所
蔵
さ
れ
る
（
⚓
）（
と
も
に

南
北
朝
期
の
成
立
と
推
測
）。
両
書
は
、
三
種
神
宝
図
の
う
ち
主

に
⽛
法
剣
⽜
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。⽝
法
釼
図
聞
書
⽞

（
54
合
-129
号
）
で
は
⽛
法
剱
図
⽜
の
周
り
に
密
教
教
理
を
用
い
た

注
釈
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図
⚒
参
照
）。⽝
法
釼
図
聞
書
⽞
の
図
像

は
、
大
分
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い
る
が
、
蛇
や
五
大
な
ど
の
宗
教

的
な
シ
ン
ボ
ル
を
も
つ
⽝
麗
気
記
⽞
の
神
体
図
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
だ
が
興
味
深
い
こ
と
に
、⽝
宝
釼
図
注
⽞⽝
法
釼
図

聞
書
⽞
に
は
⽝
麗
気
記
⽞
や
そ
の
類
書
か
ら
の
引
用
は
全
く
認
め

ら
れ
な
い
。
主
に
密
教
典
籍
や
弘
法
大
師
伝
に
も
と
づ
く
解
釈
が

な
さ
れ
る
な
ど
⽛
法
剣
⽜
を
め
ぐ
っ
て
、
本
軌
た
る
⽝
麗
気
記
⽞

と
は
異
な
る
神
話
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
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そ
こ
で
小
稿
で
は
、
法
釼
図
を
核
と
し
て
、
高
野
山
を
中
心
と

す
る
新
た
な
密
教
神
話
の
構
築
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

二
、⽝
法
釼
図
聞
書
⽞

⽝
法
釼
図
聞
書
⽞
は
、⽛
法
釼
図
⽜
に
私
案
・
私
注
を
加
え
た
折

紙
で
あ
る
。
聞
書
と
い
っ
て
も
伝
来
に
関
す
る
記
載
は
な
く
、
講

者
や
筆
録
者
、講
述
の
時
期
な
ど
は
未
詳
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
、

真
福
寺
本
の
ほ
か
に
類
書
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
天
保

九
年
（
一
八
三
八
）
成
立
の
⽝
弘
法
大
師
年
譜
⽞
に
⽝
法
釼
図
聞

書
⽞
が
引
用
さ
れ
、
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
釼
を

め
ぐ
る
秘
説
が
、
あ
る
程
度
の
広
ま
り
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

わ
ず
か
一
紙
に
す
ぎ
な
い
が
、
法
釼
の
概
要
が
簡
潔
に
纏
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、⽝
法
釼
図
聞
書
⽞
の
検
討
を
通
じ
て
中
世
神

道
の
文
脈
に
よ
ら
な
い
⽛
法
釼
図
⽜
解
釈
の
要
点
を
探
り
た
い
。

次
に
⽝
法
釼
図
聞
書
⽞
の
翻
刻
本
文
を
示
す
（
論
述
の
都
合
上
、

一
部
追
い
込
み
で
示
し
た
。
裏
書
は
必
要
に
応
じ
て
論
中
で
示

す
。
句
読
点
は
私
意
。
図
は
真
福
寺
蔵
善
本
叢
刊
か
ら
転
載
）。

図
⚒
、
真
福
寺
蔵
⽝
法
釼
図
聞
書
⽞（
真
福
寺
蔵
善
本

叢
刊
、
神
道
篇
第
⚒
巻
⽝
麗
気
記
⽞、
法
藏
館
、

二
〇
一
九
よ
り
転
載
）
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本
聞
書
は
、⽛
法
釼
図
⽜
に
私
注
を
付
し
た
も
の
で
、
題
目
と
二
つ

の
私
注
を
外
す
こ
と
で
も
と
も
と
の
法
釼
図
を
復
元
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
二
つ
あ
る
私
注
の
う
ち
、
前
半
の
注
（⽛
私
案
云
⽜）
で

は
法
釼
図
の
由
来
と
外
題
に
⽛
御
作
⽜
と
あ
る
意
味
に
つ
い
て
、

後
半
の
注
（⽛
私
云
⽜）
で
は
宝
剣
に
刻
ま
れ
た
銘
に
つ
い
て
の
注

釈
と
図
案
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
る
。

法
釼
図
聞
書
法
宝
通
音

外
題
法
釼
図
御
作

私
案
之
一
三
世
諸
仏
成
道
之
時
必
感
此
法
釼
一
唱
正
覚
一
。

高
野
大
塔
曳
地
之
砌
出
現
此
故
也
。

大
師
模
写
此
法
釼
一
。
仍
云
二
御
作
一
歟
。

長
五
尺

金
剛
峯
寺
大
自
在
堅
固
根
本
法
釼
図

広
七
寸

以
就
秘
密
奥
壇
内
為
堅
固
結
界
宝
也
。
諸
仏
与
予
知
是
無

人
。

久
成
古
仏
処
持
塔
釼
仏
法
於
鎮
護
眼
精
也
。
仏
法
根
本
之
首

足
。
毎
三
世
諸
仏
成
道
、
此
法
釼
久
従
海
中
来
。
自
七
仏
一

嫡
持
此
方
一
、
及
予
一
第
十
五
代
也
〈
御
筆
本
在
之
〉。

私
云
、
今
就
此
図
一
有
二
一
。
一
梵
筐
〈
胎
蔵
界
義
。
東
ト

注
ス
ル
是
也
〉。
二
宝
釼
〈
金
界
義
。
南
者
今
暫
寶
珠
義
。

図
之
間
為
此
也
〉。
於
中
一
三
股
欛
ト
銘
之
。
仏
法
根
本

之
首
足
〈
頂
上

字
之
縫
目
最
下
足
之
通
名
是
物
後
不
二
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義
其
深
之
意
也
可
秘
之
〉
又
云
、
毎
三
世
諸
仏
成
道
此
法

釼
従
海
中
来
〈

字
五
輪
塔
形
五
龍
持
寶
二
風
中
間
釼
形

〈
更
問
〉
自
七
仏
一
嫡
持
此
法
〈
七
仏
通
誡
法
葉
治
方
之
貫

線
経
文
〉
及
予
身
十
五
代
也
〈
至
十
五
日
円
満
無
碍
之
挙

者
不
空
成
就
之
尺
尊
尺
迦
牟
尼
〉
欛
右
同
銘
六
輪
龍
索

〈
五
大
五
輪
外
加
識
大
一
者
五
名
毘
ル
サ
ナ
法
身
。
大
即

六
龍
也
。
空
輪
之
二
龍
可
知
〉
同
欛
双
円
形
〈
即
論
文
於

内
心
中
観
日
月
輪
是
也
〉
次
上
三
重
〈
三
部
之
結
成
〉
上

三
股
〈
遍
知
院
之
三
角
形
凡
通
心
〉
釼
中
欛
〈
火
与
欛
同

訓
私
之
一
〉

法
釼
図
の
名
称
は
、
正
確
に
は
⽛
金
剛
峯
寺
大
自
在
堅
固
根
本

法
釼
図
⽜
と
い
う
。
金
剛
峯
寺
は
真
言
宗
の
総
本
山
で
あ
る
高
野

山
の
こ
と
で
、
寸
法
は
⽛
長
五
尺
⽜⽛
広
七
寸
⽜（
全
長
一
メ
ー
ト

ル
五
〇
セ
ン
チ
、
全
幅
二
一
セ
ン
チ
）
と
さ
れ
る
。
外
題
に
付
け

ら
れ
た
注
（⽛
私
案
⽜）
に
よ
れ
ば
、

外
題
法
釼
図
御
作

私
案
之
一
、
三
世
諸
仏
成
道
之
時
必
感

此
釼
一
唱
正
覚
一
。
高
野
大
塔
曳
地
之
砌
出
現
此
故
也
。
大

師
模
写
此
法
釼
一
仍
云
二
御
作
一
歟

と
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
三
世
に
お
い
て
仏
が
成
道
す
る
時
に

は
、
必
ず
こ
の
法
釼
を
感
得
し
て
悟
り
を
得
る
と
い
う
。
ま
た
高

野
山
の
根
本
大
塔
を
建
立
す
る
た
め
に
整
地
し
た
際
に
も
法
釼
が

出
現
し
、
そ
れ
を
弘
法
大
師
が
模
写
し
た
の
が
こ
の
図
で
あ
る
か

ら
⽛
御
作
⽜
と
い
う
の
か
と
推
測
し
て
い
る
。

ま
た
後
半
の
注
（⽛
私
云
⽜）
に
よ
れ
ば
、
法
釼
図
に
は
⽛
梵
筺
⽜

と
⽛
宝
剱
⽜
が
あ
り
、
宝
剱
の
三
股
の
束
に
は

仏
法
根
本
之
首
足
。
毎
三
世
諸
仏
成
道
、
此
法
釼
久
従
海
中

来
。
自
七
仏
嫡
持
此
方
、
及
予
第
十
五
代
也
。

と
銘
（
⚔
）が
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
銘
に
よ
れ
ば
、
法
釼
は
仏
法
の

本
体
で
あ
り
、
三
世
（
過
去
・
現
在
・
未
来
）
の
諸
仏
が
成
仏
す

る
ご
と
に
海
中
か
ら
出
現
す
る
も
の
で
、
過
去
七
仏
か
ら
嫡
々
と

受
け
継
が
れ
、
予
（
弘
法
大
師
）
で
十
五
代
目
だ
と
い
う
。

注
目
す
べ
き
は
、
天
皇
の
王
権
の
象
徴
た
る
三
種
神
宝
と
し
て

の
⽛
宝
剣
⽜
で
は
な
く
、
仏
の
悟
り
の
根
本
と
し
て
の
⽛
法
剱
⽜
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と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
⚕
）。
法
釼
は
、
金
剛
峯
寺
（
高
野
山
）

の
大
塔
と
の
関
係
を
強
く
意
識
し
、
過
去
七
仏
か
ら
空
海
に
至
る

ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
悟
り
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
描
い

た
法
釼
図
は
弘
法
大
師
の
作
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
⽝
法
釼
図

聞
書
⽞
に
お
い
て
は
、⽝
麗
気
記
⽞
と
同
じ
図
像
を
取
り
上
げ
な
が

ら
、全
く
異
な
る
文
脈
で
の
法
釼
解
釈
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
密
教
神
話
の
中
の
法
剱

法
釼
図
は
、
高
野
山
金
剛
峯
寺
と
空
海
と
密
接
な
関
係
が
あ
っ

た
。
そ
の
論
拠
は
弘
法
大
師
諸
伝
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

康
保
五
年
（
九
六
八
）
の
成
立
と
さ
れ
る
⽝
金
剛
峯
寺
建
立
修

行
縁
起
⽞（
以
下
⽝
修
行
縁
起
⽞）
に
は
、
夙
に
法
釼
出
土
の
記
事

が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、

重
給
二
官
符
一
。
為
レ
建
二
立
伽
藍
一
、
截
二
払
樹
木
一
之
間
、
樹

夾
二
彼
於
レ
唐
所
レ
投
三
古
一
儼
然
而
有
。
弥
増
二
歓
喜
一
、
則

知
、
如
二
地
主
山
王
告
一
密
教
相
応
地
也
。
墜
二
夷
地
一
之
処
、

地
下
堀
二
出
一
宝
劒
一
。
依
レ
勅
進
覧
。
依
レ
崇
占
レ
祟
占
部

卜
推
、
当
下
今
入
二
銅
筒
一
返
安
中
置
之
上
。
今
案
レ
之
、
外
護

大
明
神
奉
レ
惜
耳
、
云
云
。（
弘
法
大
師
伝
全
集
一
、
五
三
頁

下
）

と
、
密
教
相
応
の
地
と
し
て
寺
を
建
立
す
る
た
め
地
面
を
曳
き
な

ら
し
て
い
る
と
、
地
中
か
ら
⽛
一
宝
剱
⽜
が
掘
り
出
さ
れ
た
こ
と
、

そ
の
後
天
皇
が
叡
覧
し
た
が
祟
り
が
あ
っ
た
た
め
、
占
い
の
判
断

に
従
い
、
銅
筒
に
い
れ
て
元
の
場
所
に
安
置
さ
れ
た
こ
と
が
語
ら

れ
る
。
占
部
は
、
祟
り
は
高
野
山
外
護
の
大
明
神
（
高
野
明
神
ま

た
は
丹
生
明
神
）
に
よ
る
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。
法
釼
出
土
の

記
述
は
、
密
教
相
応
の
地
を
定
め
た
飛
行
三
鈷
の
説
話
と
、
高
野

明
神
・
丹
生
明
神
の
護
法
善
神
説
話
に
続
け
て
配
置
さ
れ
て
お
り
、

高
野
山
の
開
山
、
金
剛
峯
寺
の
建
立
と
密
接
に
リ
ン
ク
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

⽝
修
行
縁
起
⽞
の
段
階
で
は
法
釼
出
現
の
地
を
高
野
大
塔
と
ま

で
限
定
し
て
い
な
い
が
、⽝
弘
法
大
師
行
状
図
画
⽞（
地
蔵
院
本
。

南
北
朝
期
写
）
の
⽛
三
鈷
宝
剣
事
⽜
に
、

又
大
塔
を
立
ン
が
た
め
に
地
ヲ
ひ
か
れ
け
る
時
、
な
が
さ
五
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尺
、
ひ
ろ
さ
一
寸
八
分
の
宝
剣
、
地
中
よ
り
ほ
り
い
だ
さ
れ

き
。
前
仏
の
遊
所
伽
藍
の
旧
基
と
云
事
分
明
也
。（
弘
法
大

師
伝
全
集
九
、
九
〇
頁
上
下
）

と
、⽝
修
行
縁
起
⽞
の
記
述
に
⽛
大
塔
⽜
が
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
⽝
高
野
物
語
⽞
第
五
（
応
永
年
間
）
で
は
、

又
大
塔
ヲ
立
テ
給
ハ
ン
ト
テ
地
ヲ
引
キ
平
ゲ
ラ
レ
シ
カ
バ
、

長
サ
五
尺
、
広
サ
一
寸
八
分
ノ
寶
釼
地
ノ
中
ヨ
リ
堀
出
ダ
セ

リ
。
前
仏
ノ
遊
處
伽
藍
ノ
旧
基
ト
云
事
イ
チ
ジ
ル
シ
。（
弘

法
大
師
伝
全
集
九
、
二
〇
八
頁
下
～
二
〇
九
頁
上
）

と
、
ほ
ぼ
同
文
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
⽝
三
国
伝
記
⽞

（
十
五
世
紀
前
成
立
）
所
引
の
弘
法
大
師
伝
で
は
、
南
天
鉄
塔
を
模

し
て
一
基
の
塔
婆
を
建
立
す
る
た
め
地
面
を
整
え
た
際
に
⽛
長
五

尺
、
広
一
寸
八
分
ノ
宝
剱
⽜
を
掘
り
出
し
た
と
さ
れ
る
。

弘
法
大
師
伝
以
外
で
は
、
栄
然
（
一
一
七
二
～
一
二
〇
七
）
撰

⽝
師
口
⽞
巻
一
で
虚
空
蔵
求
聞
持
法
に
関
す
る
⽛
口
伝
⽜
と
し
て
、

口
伝
云
、此
宝
剣
ハ
高
野
大
塔
ノ
地
曳
ト
テ
曳
出
タ
ル
剣
也
。

長
七
尺
剣
也
。
以
此
為
三
形
秘
事
也
、
云
云
（
大
正
七
八
、

八
四
九
頁
上
）

と
、⽛
宝
剣
⽜
が
高
野
大
塔
建
立
時
に
出
土
し
た
と
あ
る
の
が
早
い

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
長
さ
は
五
尺
で
は
な
く
七
尺
と
異

な
っ
て
い
る
。

⽝
渓
嵐
拾
葉
集
⽞（
十
四
世
紀
前
）
の
⽛
高
野
大
塔
建
立
事
⽜
で

も
、
地
底
の
石
櫃
の
中
に
あ
っ
た
鉄
箱
か
ら
⽛
五
尺
ノ
釼
⽜
が
出

土
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

一
、
高
野
大
塔
建
立
事

師
物
語
云
、
中
比
高
野
山
ノ
大
塔

修
造
ノ
事
有
キ
。
其
時
此
塔
婆
ノ
地
ヲ
引
ケ
ル
ニ
地
底
ニ
石
唐
櫃
ノ

中
ニ

又
鉄
箱
有
リ
。
其
中
五
尺
ノ

剱
有
リ
。
其
ニ

五
蛇
ヲ

纒
シ
メ
タ
リ
。
以
此
事
ヲ
一
公
家
ニ
経
奏
聞
一
。
其
時
以
勅
使
ヲ
一

此
剱
被
召
ケ
リ
一
。
其
夜
帝
王
ニ
有
御
感
夢
。
密
迹
金
剛
力
士

等
南
殿
庭
上
ニ
充
満
セ
リ
。
其
ノ
勅
問
ア
ル
処
、彼
密
迹
等
申
サ
ク
、

我
等
ハ
是
高
野
ノ
大
塔
ヲ
守
護
也
。
有
大
師
誓
約
一
故
我
諸
冥

衆
天
等
致
擁
護
者
也
。
若
散
在
流
布
セ
ハ
佛
法
凌
遲
ナ
ル
ヘ
シ
。
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仍
為
訴
此
事
ヲ
一
参
入
ス
ル
由
ヲ
申
ス
。
其
時
夢
覚
テ
重
テ
被
之
立

勅
使
ヲ
一
被
レ
止
二
此
事
一
畢
。（
大
正
七
六
、
七
九
二
頁
上
）

と
あ
る
師
の
物
語
に
よ
れ
ば
、
そ
う
遠
く
な
い
昔
に
高
野
山
の
大

塔
を
修
造
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
こ
の
塔
婆
の
地
を
整

地
す
る
と
地
底
に
埋
ま
っ
て
い
た
石
の
唐
櫃
の
中
か
ら
鉄
の
箱
が

発
見
さ
れ
、
鉄
筐
か
ら
は
五
尺
の
蛇
が
纏
わ
さ
れ
た
五
尺
の
剣
が

出
て
き
た
。
そ
れ
を
天
皇
に
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
剱
を
お

取
り
寄
せ
に
な
っ
た
。
す
る
と
そ
の
夜
の
天
皇
の
夢
に
、
密
迹
金

剛
力
士
達
が
南
殿
の
庭
上
い
っ
ぱ
い
に
現
れ
た
。
天
皇
が
そ
の
理

由
を
尋
ね
る
と
、
密
迹
た
ち
が
申
し
上
げ
た
こ
と
に
は
、
我
ら
は

高
野
山
の
大
塔
を
守
護
す
る
も
の
で
あ
る
。
弘
法
大
師
と
の
誓
約

に
よ
っ
て
擁
護
す
る
の
で
あ
る
。
も
し
（
法
釼
が
）
散
在
す
れ
ば

仏
教
は
次
第
に
衰
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
訴
え
る
た
め
に

参
っ
た
旨
を
申
し
上
げ
た
。
そ
の
時
天
皇
は
夢
か
ら
覚
め
、
再
び

勅
使
を
立
て
て
、
剱
を
取
り
寄
せ
る
の
を
止
め
さ
せ
た
と
い
う
。

⽛
高
野
大
塔
建
立
事
⽜
は
久
寿
二
年
（
一
一
五
五
）
記
と
推
測
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
頃
に
は
同
様
の
言
説

が
広
ま
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
説
話
が⽝
修
行
縁
起
⽞

の
話
形
、
す
な
わ
ち
空
海
が
法
釼
を
感
得
し
た
後
に
天
皇
が
法
釼

を
召
し
た
と
こ
ろ
、
高
野
外
護
の
神
の
祟
り
が
あ
っ
た
た
め
返
却

し
た
こ
と
、
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
が

空
海
が
感
得
し
た
の
で
は
な
く
、
後
世
の
高
野
大
塔
修
造
の
際
に

再ㅟ

発ㅟ

見ㅟ

さ
れ
た
と
い
う
体
裁
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深

い
。
過
去
七
仏
以
来
受
け
継
が
れ
、
高
野
大
塔
の
建
立
の
際
に
発

見
さ
れ
た
法
釼
は
、
さ
ら
に
後
世
の
修
造
に
お
い
て
再
び
見
出
だ

さ
れ
る
こ
と
で
、⽝
修
行
縁
起
⽞
に
お
け
る
法
釼
説
話
が
真
実
で
あ

り
、
現
在
に
ま
で
繋
が
っ
て
い
る
事
象
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
法

釼
図
は
、
図
と
い
う
形
で
こ
れ
ら
の
伝
説
を
保
証
す
る
役
割
を

担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
聖
地
化
さ
れ
る
高
野
山

法
釼
を
巡
る
言
説
に
お
い
て
は
、
過
去
七
仏
以
来
受
け
継
が
れ

る
法
釼
の
出
土
を
根
拠
と
し
て
、
高
野
山
を
前
仏
が
遊
戯
し
た
伽

藍
旧
基
と
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
高
野
山

を
よ
り
仏
教
の
根
源
に
近
し
い
聖
地
へ
近
づ
け
よ
う
と
す
る
志
向

は
、
既
に
⽝
金
剛
峯
寺
修
行
縁
起
⽞
か
ら
認
め
ら
れ
る
。⽝
修
行
縁
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起
⽞
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

以
二
元
慶
七
年
一
真
然
僧
正
奏
二
陽
成
院
一
云
、
金
剛
峯
寺
者

非
二
凡
徒
経
廻
境
界
一
。
諸
仏
古
跡
・
禅
聖
旧
基
也
。（
中
略
）

貞
観
僧
正
山
図
記
云
、（
中
略
）
周
迊
連
峯
表
二
報
仏
華
台
一

正
平
幽
原
類
二
化
仏
浄
土
一
。
悪
人
趣
レ
斯
如
レ
入
二
愚
谷
一
毒

獣
改
レ
情
似
二
金
山
鳥
一
。
纔
指
レ
影
者
可
レ
悦
二
往
因
一
。
黙

而
止
者
可
レ
恨
二
前
業
一
云
云

東
山
信
禅
師
云
、
日
域
仏
土
者

定
是
南
山
也
。
若
所
レ
思
者
必
可
レ
躋
二
彼
地
一
。
近
者
大
師

慇
心
志
深
彼
終
入
定
。
遠
者
古
仏
聖
跡
。（
弘
法
大
師
伝
全

集
第
一
、
五
五
頁
下
～
五
六
頁
上
）

真
然
僧
正
が
陽
成
院
に
奏
状
し
た
言
葉
と
し
て
、金
剛
峯
寺
が⽛
諸

仏
ノ
古
跡
・
禅
聖
ノ
旧
基
⽜
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
貞
観
僧
正
の
言

葉
と
し
て
高
野
山
の
峰
々
や
幽
原
が
そ
れ
ぞ
れ
⽛
報
仏
華
台
⽜⽛
化

仏
浄
土
⽜
と
い
っ
た
仏
国
土
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
東
山
信
禅
師

の
言
葉
と
し
て
、
日
本
の
⽛
仏
土
⽜
は
高
野
山
（⽛
南
山
⽜）
に
ほ

か
な
ら
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
現
実
に
存
在
す
る
高
野
山
を

仏
教
の
聖
地
（
仏
国
土
）
と
す
る
志
向
が
か
な
り
早
い
時
期
か
ら

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

た
だ
し
⽝
修
行
縁
起
⽞
で
は
、
法
釼
出
土
の
記
事
と
、
前
仏
の

伽
藍
旧
記
で
あ
る
と
い
う
記
事
は
別
々
の
箇
所
に
あ
り
、
ひ
と
つ

の
文
脈
で
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
両
記
事
が
ひ
と
つ
の
文
脈
の

中
で
組
み
合
わ
さ
れ
た
早
い
例
と
し
て
は
⽝
弘
法
大
師
御
伝
⽞（
十

二
世
紀
頃
成
立
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
⽝
金
剛
峯
寺
修
行

縁
起
⽞
の
記
述
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
、
法
釼
（
宝
劒
）
出
土
の

記
事
と
、
諸
仏
旧
基
の
記
事
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

高
野
山
地
給
二
官
符
一
之
後
、
為
レ
結
二
構
仁
祠
一
截
二
払
樹
木

之
時
、
於
二
唐
土
一
所
レ
投
三
鈷
懸
二
樹
問
一
。
弥
増
二
歓
喜
一

則
知
レ
為
二
機
縁
相
応
之
勝
境
一
、
又
感
二
地
主
山
王
所
レ
告
之

不
一レ
空
。
誠
是
至
二
于
三
会
之
暁
一
弥
不
レ
可
レ
滅
二
密
蔵
一
之

地
一
耳
。
墜
二
夷
地
形
一
土
中
堀
二
出
一
宝
劒
一
。
長
五
尺
広

一
寸
八
分
。
又
覚
二
前
仏
遊
処
伽
藍
旧
基
一
也
。
依
レ
勅
備
二

叡
覧
一
。
然
間
不
慮
成
レ
祟
。
卜
筮
所
レ
奏
当
二
此
劒
一
。
仍

入
二
銅
筒
一
返
安
二
置
之
一
。
是
乃
外
護
大
明
神
惜
レ
之
而
已
。

（
弘
法
大
師
伝
全
集
一
、
二
二
四
頁
）
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こ
こ
で
い
う
⽛
前
仏
⽜
は
釈
迦
仏
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
（
⚖
）。

ま
た⽝
弘
法
大
師
行
状
図
画
⽞で
も
法
釼
出
土
に
つ
づ
け
て⽛
前

仏
の
遊
所
伽
藍
の
旧
基
と
云
事
分
明
也
⽜
と
あ
り
、⽝
高
野
物
語
⽞

に
は
第
五
⽛
前
仏
ノ
遊
處
伽
藍
ノ
旧
基
ト
云
事
イ
チ
ジ
ル
シ
⽜
と

見
え
、
法
釼
の
出
現
を
も
っ
て
高
野
大
塔
が
前
仏
の
遺
跡
で
あ
る

こ
と
の
証
明
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
政
祝
⽝
弘
法
大
師
伝
抄
⽞⽛
高

野
古
仏
浄
土
事
⽜（
応
永
年
中
）
で
は
、
法
釼
と
の
結
び
つ
き
が
明

確
に
語
ら
れ
、
地
下
か
ら
法
釼
が
掘
り
出
さ
れ
た
こ
と
、
前
仏
の

遊
所
伽
藍
旧
記
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
弘
法
大
師
が
上
古
四
万

劫
に
わ
た
っ
て
高
野
山
に
住
す
る
こ
と
や
、
大
の
三
災
に
も
破
壊

さ
れ
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
（
⚗
）。

⽝
南
山
秘
記
⽞（
十
三
世
紀
）
で
は
高
野
山
の
聖
地
と
釈
迦
仏
と

の
関
係
が
教
理
的
に
説
明
さ
れ
る
。

又
釈
尊
云
、
大
日
本
国
者
大
日
ノ
本
国
。
胎
蔵
界
為
二
日
本

国
一
。
所
以
ニ
大
日
経
ハ
者
高
野
山
ノ
事
ヲ
説
ト
云
フ
秘

記
。
月
氏
国
ハ
者
釈
尊
霊
鷲
也
。
金
剛
界
会
為
二
鷲
峯
山
一
。

是
レ
深
秘
也
。
又
云
ク
、
高
野
山
八
葉
ノ
峯
者
三
界
ノ
衆
生

ニ
灑
給
。
殊
於
二
彼
山
所
住
行
者
一
其
益
何
計
哉
ト
有
二
被
レ

仰
事
一
。
去
ル
ハ
我
昔
釈
迦
菩
薩
ト
名
ケ
シ
時
、
行
所
ノ
壇

上
ニ
有
二
十
六
丈
之
重
閣
講
堂
一
。
大
塔
ノ
跡
是
也
。
持
仏

堂
ノ
跡
ハ
往
昔
ノ
宝
蔵
、
金
堂
ハ
日
々
談
議
ノ
砌
、
諸
仏
説

法
ノ
所
。
一
度
参
詣
ノ
者
ハ
悉
滅
二
無
量
罪
一
。
不
レ
可
レ

有
レ
生
レ
疑
。
故
ニ
高
野
山
ハ
法
身
常
住
ノ
所
、
瑜
伽
瑜
祗
ノ

山
ナ
リ
。
金
剛
峯
桜
閣
ハ
金
剛
峯
寺
也
。
此
所
ハ
霊
鷲
山
報

応
二
身
ノ
所
、
法
花
経
ノ
山
ナ
ル
カ
故
也
。（
弘
法
大
師
伝

全
集
第
三
、
二
二
頁
上
下
）

こ
こ
で
は
釈
尊
の
説
と
し
て
、
大
日
本
国
を
⽛
大
日
ノ
本
国
⽜
と

し
、
金
胎
両
部
の
う
ち
の
胎
蔵
界
を
日
本
国
と
し
、⽝
大
日
経
⽞
を

高
野
山
の
こ
と
を
説
く
秘
記
と
す
る
。
さ
ら
に
イ
ン
ド（
月
氏
国
）

を
金
剛
界
に
位
置
付
け
る
こ
と
で
イ
ン
ド
と
日
本
を
同
等
に
し
、

師
大
日
の
本
国
た
る
日
本
、
ひ
い
て
は
そ
の
中
心
地
で
あ
る
高
野

山
の
価
値
を
大
幅
に
高
め
て
い
る
。
ま
た
釈
迦
仏
が
ま
だ
菩
薩

だ
っ
た
時
に
修
行
を
行
っ
た
場
所
を
高
野
大
塔
の
跡
と
す
る
な

ど
、
釈
迦
仏
の
聖
地
を
日
本
に
比
定
す
る
操
作
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
法
釼
と
過
去
七
仏
と
の
関
係
に
つ
い
て
は⽝
渓
嵐
拾
葉
集
⽞
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⽛
七
仏
相
承
宝
剣
秘
法
⽜
の
末
尾
で
⽛
宝
剣
図
⽜
の
存
在
が
語
ら
れ

る
と
と
も
に
、

一
、
七
仏
相
承
宝
剣
秘
法
事
〈
東
流
云
云
〉
示
云
、
不
動
剣
印

是
也
。（
中
略
）
又
名
二
降
魔
印
一
。
是
尺
尊
成
道
時
挙
一
指

降
魔
云
此
印
也
。
サ
レ
ハ
東
寺
ニ
ハ
尺
尊
両
度
成
道
云
也
。

（
中
略
）
宝
剣
図
有
別
。
可
更
尋
也
。
口
伝
云
云

又
云
、
高

野
大
塔
納
之
法
此
事
也
。
甚
深
〳
〵
（
大
正
七
六
・
七
九
二

頁
中
）

と
、過
去
七
仏
か
ら
相
承
さ
れ
た
秘
法
が⽛
不
動
剣
印
⽜⽛
降
魔
印
⽜

で
あ
る
と
さ
れ
た
後
に
⽛
高
野
大
塔
納
之
法
⽜
な
る
甚
深
の
秘
法

と
さ
れ
る
な
ど
、
高
野
大
塔
の
基
に
埋
め
ら
れ
て
い
た
宝
剣
と
過

去
七
仏
と
の
関
係
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

法
釼
図
の
銘
に
よ
れ
ば
、法
釼
の
相
承
は⽛
予
⽜（
＝
弘
法
大
師
）

に
至
る
ま
で
十
五
代
と
さ
れ
る
が
、
過
去
七
仏
だ
け
で
は
数
が
足

り
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
時
代
は
く
だ
る
が
⽝
弘
法
大
師
年
譜
⽞

（
十
九
世
紀
）
で
は
銘
文
を
引
用
し
た
あ
と
で
、

七
仏
者
常
七
仏
及
大
日
・
金
薩
・
龍
猛
・
龍
智
・
金
剛
智
・

不
空
・
恵
果
也
。
二
七
十
四
ニ
加
二
大
師
一
故
十
五
代
也
。
此

一
一
銘
詞
大
師
令
レ
記
給
云
云
。
此
伝
與
二
上
諸
説
一
頗
異
轍
。

更
思
焉
〉（
弘
法
大
師
伝
全
集
五
、
一
四
五
頁
上
）

と
、
十
五
代
と
は
、
過
去
七
仏
と
真
言
七
祖
（
大
日
如
来
・
金
剛

薩
埵
・
龍
猛
・
龍
智
・
金
剛
智
・
不
空
・
恵
果
）
に
、
弘
法
大
師

を
合
わ
せ
た
数
と
の
解
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
⽝
弘
法
大
師
年
譜
⽞
で
は
、⽛
古
記
云
⽜
と
し
て
、
法

釼
は⽛
北
院
⽜（
仁
和
寺
）の
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
、法
釼
に
は⽛
梵

筺
⽜
が
あ
り
、⽝
理
趣
経
⽞
が
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
元
瑜

僧
正
の
言
と
し
て
弘
法
大
師
が
土
佐
で
虚
空
蔵
求
聞
持
法
を
修
め

た
時
に
、
海
中
か
ら
法
釼
が
出
現
し
、
そ
の
後
高
野
大
塔
の
下
に

奉
納
さ
せ
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
。

○
古
記
云
、
此
日
記
御
筆
有
二
北
院
御
旧
蔵
一
。
法
釼
本
有
梵

篋
。
般
若
理
趣
経
入
（
⚘
）云

云
。
元
瑜
僧
正
曰
、
宝
釼
口
伝
余
流

無
レ
之
。
大
師
於
二
土
州
一
修
二
聞
持
法
一
給
時
、
自
二
大
海
一

出
現
。
御
感
得
之
後
高
野
鎮
壇
大
塔
下
令
二
奉
納
一
給
云
。



― 175 ―

（
一
二
）

北海学園大学人文論集 第 74 号(2023 年 3 月)

（
弘
法
大
師
伝
全
集
五
、
一
四
五
頁
上
）

こ
の
よ
う
に
法
釼
を
め
ぐ
っ
て
は
、
仏
教
の
聖
地
た
る
高
野
山

が
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
中
で
様
々
な
伝
説
が
付
与
さ
れ
て
い
っ

た
。
法
釼
図
も
高
野
山
を
め
ぐ
る
伝
説
形
成
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
ひ
と
つ
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

日
本
中
世
に
お
い
て
、
天
皇
の
権
威
の
象
徴
で
あ
る
三
種
の
神

器
（
剣
・
内
侍
所
・
神
璽
）
は
、
本
地
垂
迹
説
を
背
景
と
し
た
密

教
的
な
解
釈
の
も
と
に
図
像
化
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
⽛
三
種
神
宝

図
⽜
で
あ
る
。
真
福
寺
に
蔵
さ
れ
る
⽝
法
釼
図
聞
書
⽞
は
、
三
種

神
宝
図
の
う
ち
主
に
⽛
剣
⽜
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
だ
が
三
種

神
宝
図
が
依
拠
す
る
⽝
麗
気
記
⽞
や
そ
の
類
書
か
ら
の
引
用
は
全

く
認
め
ら
れ
な
い
。
主
に
密
教
典
籍
や
弘
法
大
師
伝
に
も
と
づ
く

解
釈
が
な
さ
れ
る
な
ど
、⽛
法
剣
⽜
を
め
ぐ
っ
て
、⽝
麗
気
記
⽞
と

は
異
な
る
神
話
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

⽝
法
釼
図
聞
書
⽞
に
よ
れ
ば
、
仏
が
成
道
す
る
際
に
は
、
必
ず
法

剣
を
感
得
し
て
悟
り
を
得
る
と
い
う
。
ま
た
高
野
山
の
根
本
大
塔

を
建
立
す
る
際
に
も
法
剣
が
出
現
し
、
そ
れ
を
弘
法
大
師
が
模
写

し
た
の
が
⽛
法
剣
⽜
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
弘
法
大
師
伝
に
お
け

る
根
本
大
塔
か
ら
の
法
釼
出
土
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
、
神
体
図
の

ひ
と
つ
⽛
法
剣
⽜
と
結
び
付
け
た
、
新
た
な
密
教
神
話
の
構
築
と

考
え
ら
れ
る
。⽝
法
釼
図
聞
書
⽞
か
ら
は
、⽛
法
剣
⽜
が
、
単
な
る
神

道
図
像
に
留
ま
ら
ず
、
密
教
の
神
話
世
界
の
中
に
ま
で
大
き
な
広

が
り
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
⚑
）
三
種
神
宝
図
の
先
行
研
究
に
は
、
拙
著
⽝
中
世
学
僧
と
神

道
―
了
誉
聖
冏
の
学
問
と
思
想
⽞（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
）、
ル

チ
ア
・
ド
ル
チ
ェ
⽛
大
英
博
物
館
の
三
種
の
神
器
図
―
神
仏
習
合

美
術
と
十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
日
本
的
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム

理
解
―
⽜（
ル
チ
ア
・
ド
ル
チ
ェ
・
三
橋
正
編
⽝⽛
神
仏
習
合
⽜
再

考
⽞、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
）、
伊
藤
聡
⽛
本
尊
図
⽜（
阿
部
泰
郎
編

⽝
仁
和
寺
資
料
【
神
道
篇
】
神
道
灌
頂
印
信
⽞（⽝
名
古
屋
大
学
比
較
人

文
学
研
究
年
報
⽞
二
、
名
古
屋
大
学
文
学
部
比
較
人
文
学
研
究
室
、

二
〇
〇
〇
）
な
ど
が
あ
る
。

（
⚒
）
⽝
麗
気
記
⽞⽛
現
図
麗
気
記
⽜（
神
道
大
系
⽝
真
言
神
道
（
上
）⽞、
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八
一
頁
）。

（
⚓
）
小
稿
は
、
伊
藤
聡
編
⽝
麗
気
記
⽞（
真
福
寺
蔵
善
本
叢
刊
神
道
篇

第
二
、
法
藏
館
、
二
〇
一
九
）
に
お
け
る
拙
稿
⽛
解
題
⽝
宝
釼
図
注
⽞

⽝
法
釼
図
聞
書
⽞⽜
を
増
補
・
改
訂
し
た
う
え
で
論
文
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
旧
稿
と
一
部
重
複
す
る
箇
所
が
あ
る
。
小
稿
で
は

⽝
法
釼
図
聞
書
⽞
を
主
に
取
り
上
げ
、⽝
宝
釼
図
注
⽞
に
つ
い
て
は
別

稿
で
論
じ
る
。

（
⚔
）
⽝
弘
法
大
師
年
譜
⽞
に
よ
れ
ば
⽛
名
霊
集
、
遊
方
記
所
レ
出
銘
文

未
レ
知
二
典
拠
一
。
恐
従
二
此
等
図
銘
一
私
作
二
為
之
一
附
会
者
乎
⽜（
弘

法
大
師
伝
全
集
五
、
一
四
五
頁
上
）
と
、
後
世
に
創
ら
れ
た
銘
文
が

あ
っ
た
と
さ
れ
、
実
際
に
⽝
野
山
名
霊
集
⽞
巻
一
⽛
銘
文
云
、
釈
迦
如

来
転
法
地
迦
葉
仏
成
道
處
中
⽜（
宝
暦
五
年
刊
本
）、⽝
大
師
遊
方
記
⽞

巻
三⽛
銘
曰
、仏
鎮
之
持
法
威
是
釈
迦
転
法
輪
地
標
也
⽜（
善
通
寺
本
）

な
ど
と
見
え
る
。

（
⚕
）
⽝
法
釼
図
聞
書
⽞
は
一
例
⽛
宝
剣
⽜
と
あ
る
以
外
は
⽛
法
釼
⽜
と

表
記
さ
れ
る
。⽝
法
釼
図
聞
書
⽞
の
題
下
に
あ
る
⽛
法
宝
通
音
⽜
と
の

注
か
ら
、
法
・
宝
の
両
義
を
音
で
通
じ
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

が
、
お
お
む
ね
⽛
法
⽜
と
書
き
分
け
て
い
る
こ
と
は
、
密
教
色
が
色
濃

い
本
書
の
性
格
に
も
通
じ
よ
う
。

（
⚖
）
⽝
高
野
山
巡
礼
記
⽞
で
は
、
五
尺
宝
剣
と
と
も
に
理
趣
経
が
出
土

し
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
宝
剣
が
釈
迦
菩
薩
の
本
尊
で
あ
る
こ
と
、
経

も
釈
迦
菩
薩
所
持
の
経
で
あ
る
こ
と
が
語
ら
れ
る
。⽛
所
堀
出
五
尺

宝
剣
并
金
剛
経
軸
事
経
〈
般
若
理
趣
経
也
〉。
不
朽
経
軸
於
文
字
紙

表
示
已
失
々
々
。
件
剣
軸
所
堀
出
不
知
多
。（
中
略
）
宝
剣
釈
迦
菩

薩
之
本
尊
。
経
同
菩
薩
持
経
也
⽜（⽝
続
群
書
類
従
⽞
第
二
八
輯
上
、

二
九
九
頁
上
）
参
照
。

（
⚗
）
政
祝
⽝
弘
法
大
師
伝
抄
⽞⽛
御
伝
云
、
又
地
下
堀
二
一
宝
剣
長
五

尺
広
一
寸
八
分
一
出
。
則
知
、
前
仏
遊
処
伽
藍
旧
基
也
云
云
。
大
師
釈

云
、
此
峯
者
古
仏
旧
基
。
召
二
集
両
部
諸
尊
一
所
二
安
置
一
也
。
大
師

高
野
住
給
上
古
四
万
劫
云
云
。
彼
山
大
三
災
不
レ
壊
云
云
⽜（
弘
法
大
師

伝
全
集
第
五
、
二
六
〇
頁
）
参
照
。

（
⚘
）
同
様
の
記
述
が
⽝
高
野
山
巡
礼
記
⽞
に
見
ら
れ
る
。
注
⚖
参
照
。

＊
本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
⚒
⚑
Ｋ
⚐
⚐
⚐
⚙
⚓
の
助
成
を
受
け
た

も
の
で
す
。




